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1. はじめに 

生活空間において「仕切り」・「壁」という存在は必要に

なる。しかし、様々な場面で仕切りが欲しいときと必要の

ないときがある。例えば 2 人でカフェに入った時、4人席

しか空いていなかったとする。その時に 4人席を 2人席に

することができたらより多くの人が座ることができる。そ

して、時にはその席は 4人グループ用の席に利用すること

もある。このようにある時は個人スペースに、ある時は大

空間にできるという空間生成は様々な場面で活用できる

と考えられる。これを可変可能な空間生成と呼ぶ。 

このような、可変可能な建築には建築計画の観点以外に

も利点がある。既存の建築に工事を行わず追設的に空間を

生成できるという利点もある。そのため、この空間の変化

に必要なコスト削減・CO₂排出削減にも貢献できる。 

瞬時に可変可能な点にも利点がある。時間をかけず、肉

体的に負荷をかけずに変化させられるという利点である。 

以上ふまえ本研究では既存の間仕切りとは異なる可変

性を持つ機構のシステムを考案する。ここで異なるとは、

形状と速度を指す。本稿ではまず、人間の住む空間として

提案することに念頭に可変性について整理し、可変可能な

空間生成の可能性を論じたい。 

 

2. 研究概要・方法 

2.1.研究目標 

本研究では①収納のしやすさ②組み立ての容易さ③個

室の増産の 3点に着目する。 

① 収納のしやすさ；可変性において、使用時の空間に対

して小さくできることは重要な性質である。本稿では

この性質を展開率として整理する。 

② 組み立ての容易さ；少ない人数・小さな力で組み立て 

 

ることができる性質を重要視する。例えば、一般的な

テントはパイプを差し込み、持ち上げるという段階を

踏む。これは組み立てに人・力・時間を要する。この

課題を解決することは重要であると考える。本稿では

この性質を展開の方法と方向から整理する。 

③ 個室空間の生成；プライベート空間を形成できる性質

は必須である。可変により、大空間・個人空間を切り

替わりできる機構を考える。本稿ではこの性質を空間

のパターン数として整理する。 

2.2.研究の進め方 

① 先行研究 1)を参照して可変機構となるパーツを

grasshopper で作成し、レーザーカッターで切り出す。 

② 組み立て、可変機構を作成し、分析を行う。 

a) 展開率を求める 

図 1のように外周点を繋ぎその面積を求める。 

  b） 部屋パターン数を見つける。 

③ 作成した可変機構を住空間で利用法を考える。 

 

 

図 1.展開率について 

− 319−

日本建築学会情報システム技術委員会

第46回情報･システム･利用･技術シンポジウム論文集，319-320，2023年12月，東京

Proceedings of the 46th Symposium on Computer Technology of Information，

Systems and Applications，AIJ，319-320，Dec.，2023，Tokyo



 

表 1.展開に関する分類 2.3.4) 

表 2.展開方向と展開方法の関係 

 

3. 可変性の整理と展望 

 表1の展開率とパターン数の関係図から今回作成した可

変機構は全体的に収納がしにくいことが分かる。特にリン

ク機構となる分類 A,B,D,E,F,G がそれに当たる。また、分

類 Cは他の機構と異なって自由度が高いため、使いたい場

面に合わせて好きな形に可変させることができる。 

 これから表3のように住空間へ利用できる可変機構をこ

れまでに作成したものを応用していこうと考える。 

 また、これをさらに進め、仮設住宅などの移動を必要と

する建築物にも応用できることを目標とする。 

 

表 3.可変機構の利用例

 

図 2.分類 Hの個室空間から大空間への変化(平面図) 
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